
海抜表示板についてのお知らせ
　現在、印南町内に設置して
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半
年
前
の
東
日
本
大
震
災
は
、
今
後
起
こ
る
で
あ
ろ
う
大
地
震
に
対
す
る
防
災
意
識
・
体
制

に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
せ
ま
し
た
。
与
え
ら
れ
た
情
報
が
錯
綜
し
、
個
人
・
企
業
・
自
治
体
・

国
、
あ
ら
ゆ
る
機
関
が
認
識
の
甘
さ
、
想
定
の
甘
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

７
月
29
日
（
金
）
に
は
各
区
長
様
・
各
自
主
防
災
会
会
長
様
方
に
お
集
ま
り
頂
き
、
印
南
町

の
今
後
の
防
災
体
制
（
予
定
）
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
内
容
、
予
定
を
説
明
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
際
に
発
表
し
た
内
容
の
要
約
と
質
疑
応
答
を
紹
介
し
ま
す
。

今
後
の
防
災
体
制
に
つ
い
て
は
、
自
分
た
ち
の
命
・
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
こ

と
を
徹
底
し
た
『
主
体
的
な
防
災
体
制
』
を
構
築
し
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
が
起
こ
り
、
復
旧
・
復
興
段
階
に
な
る
と
、
行
政
が
主
導
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
そ
こ
で
早
急
な
資
金
の
手
当
て
（
生
活
資
金
、
見
舞
金
）、
緊
急
的
な
支
出
（
食
料
調
達
）
継
続

的
な
支
出
（
自
主
防
の
運
営
費
、
防
災
に
関
す
る
補
助
制
度
）
を
目
的
と
し
て
、『
安
全
安
心
基
金
』
を

創
設
し
、
い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
を
行
い
た
い
と
予
定
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
印
南
地
区
を
稲
原
地
区
が
カ
バ
ー
し
、
切
目
地
区
を
切
目
川
と
真
妻
地
区
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

よ
う
に
し
、
避
難
所
の
提
供
、
長
期
的
な
食
料
の
供
給
、
日
常
品
の
融
通(

食
料
・
衣
類
・
布
団)

等
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
協
定
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
山
間
部
の
方
が
沿
岸
部
を
支
援
し
て
い
く
と
い
う
側
面
が
強
い
の

で
す
が
、
町
と
し
て
の
ダ
メ
ー
ジ
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
、
復
興
が
早
く
、
そ
の
恩
恵
は
間
違
い
な

く
山
間
部
の
皆
さ
ん
も
被
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
年
に
一
度
訓
練
を
か
ね
て
防
災
袋
の
入
れ
替
え
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
防
災
袋
や
食
料

も
、
有
事
の
際
に
は
、
被
災
し
た
地
域
に
拠
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

講
演
会
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、
各
種
訓
練(

避
難
・
炊
き
出
し)

、
運
営
費
補
助
、
学
校
と
の
連
携
（
中

学
生
参
加
）、
防
災
教
室
、
防
災
倉
庫
を
高
台
に
設
置
、
避
難
場
所
の
決
定
自
主
防
連
絡
協
議
会
の
設
立

な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
自
主
防
災
会
強
化
の
た
め
に
、
中
学
生
な
ど
学
生
を
積
極
的
に
参
画
し
て
も
ら
う
体
制
を
と
っ

て
い
き
ま
す
。

も
し
も
、
今
災
害
が
起
こ
っ
た

ら
…
常
日
頃
か
ら
よ
く
よ
く
考
え

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

仕
事
中
、
外
出
中
、
ま
た
、
昼

夜
問
わ
ず
に
災
害
は
起
こ
り
ま

す
。
何
度
も
お
伝
え
し
て
い
ま
す

が
、
い
ざ
と
言
う
時
に
は
自
分
た

ち
の
身
は
自
分
た
ち
で
守
り
ま

し
ょ
う
。

例
え
ば
、
家
具
の
転
倒
防
止
対
策

や
、
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
飛
散
防
止
措
置

な
ど
は
し
て
い
ま
す
か
？
避
難
場

所
、
そ
こ
へ
い
く
ま
で
の
避
難
経
路

は
い
く
つ
か
決
め
て
い
ま
す
か
？
　

避
難
場
所
の
高
さ
は
把
握
し
て
い
ま

す
か
？
　
家
族
と
の
連
絡
方
法
は
決

め
て
い
ま
す
か
？
　
災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
や
災
害
用
伝
言
板
の
使
い
方

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
非
常
持
ち
出

し
品
な
ど
の
準
備
は
で
き
て
い
ま
す

か
？な

ど
普
段
か
ら
家
族
で
“
も
し
も

の
こ
と
”
を
話
し
合
い
、
防
災
会
議

を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

日
頃
か
ら
防
災
意
識
と
防
災
力
の

向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
、
家
族
で
話
し
合
っ
た
こ
と

が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
先
の
問
い
を

家
族
で
考
え

て
み
て
く
だ

さ
い
。

「
備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
」

今
だ
か
ら
こ

そ
、
考
え
に

考
え
ぬ
い
て

く
だ
さ
い
！

説
明
会
で
の
質
疑
応
答

主
体
的
な
防
災
体
制
（
行
政
主
導
か
ら
自
主
防
災
組
織
主
導
・
住
民
主
導
へ
）

安
全
・
安
心
基
金
の
設
置

区
同
士
の
防
災
協
定
（
沿
岸
地
域
を
助
け
る
共
助
的
な
も
の
）

防
災
袋
の
配
布
（
全
世
帯
配
布
を
予
定
）

自
主
防
災
会
の
強
化

Ｑ
１
　
海
抜
表
示
板
は
電
柱
以
外
に
設
置
出
来
な
い
の
か
？

Ａ
１
　
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
個
人
宅
の
壁
な
ど
に
設
置
す
る

場
合
、
所
有
者
の
承
諾
が
あ
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
２
　
海
抜
表
示
板
を
設
置
す
る
高
さ
の
基
準
線
の
よ
う
な
も

の
は
あ
る
か
？

Ａ
２
　
表
示
さ
れ
て
い
る
海
抜
は
設
置
個
所
の
海
抜
で
は
な
く

設
置
個
所
の
地
面
の
海
抜
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
　
現
在
設
置
し
て
い
る
海
抜
表
示
板
は
見
に
く
い
。

　
　
　
今
回
の
新
た
な
表
示
板
と
付
け
替
え
は
で
き
な
い
の

か
？

Ａ
３
　
見
や
す
い
色
等
を
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
し
く
付
け
替

え
た
方
が
良
い
の
で
あ
れ
ば
そ
う
し
ま

す
し
、
補
修
し
て
使
え
る
よ
う
で
あ
れ

ば
そ
う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
４
　
地
震
や
津
波
の
想
定
は
あ
る
が
、
火

事
が
起
こ
っ
た
際
に
は
、
自
主
防
災
組

織
で
対
応
す
る
の
か
？

Ａ
４
　
し
て
頂
き
ま
す
。
想
定
で
は
最
悪
で

同
時
に
１
５
０
件
程
度
が
火
事
に
な
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
消
防
署
や
消
防
団
に
も
限
界
が
あ
る
の

で
出
来
る
限
り
、
自
主
防
災
組
織
で
食
い
止
め
て
頂
く
事
に

な
り
ま
す
。

Ｑ
５
　
防
災
無
線
が
聞
こ
え
に
く
い
の
で
個
別
受
信
機
を
つ

か
っ
て
い
る
が
、
聞
こ
え
に
く
い
。

Ａ
５
　
デ
ジ
タ
ル
に
替
え
れ
ば
音
質
が
よ
く
な
り
ま
す
の
で
交

換
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
６
　
指
定
避
難
所
の
安
全
性
は
ど
う
な
の
か
？
今
一
度
避
難

所
の
検
討
は
し
な
い
の
か
？

Ａ
６
　
避
難
所
（
避
難
生
活
を
す
る
場
所
）
避
難
場
所
（
一
時

避
難
す
る
場
所
・
高
台
）
の
指
定
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ

て
自
主
防
災
組
織
で
決
定
・
変
更
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え

ま
す
。

※
現
在
、
検
討
し
て
い
る
内
容
や
案
（
予
定
）
で
す
。

今
こ
そ
考
え
る
時
！



台
風
へ
の
対
策

危
険
な
場
所

な
ぜ
９
月
１
日
が
防
災
の
日
な
の
？
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９
月
１
日
は
防
災
の
日台

風
が
自
分
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
や
っ
て
く
る

と
の
予
報
が
出
た
ら
、
台
風
の
予
想
進
路
や
接
近
す
る

時
間
、
接
近
時
の
強
さ
（
勢
力
）
を
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ

な
ど
で
気
象
情
報
を
確
認
し
、
明
る
い
う
ち
に
準
備
を

始
め
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
の
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灯

や
ラ
ジ
オ
、
そ
し
て
予
備
の
電
池
、
非
常
用
の
食
料
を

用
意
し
ま
し
ょ
う
。

風
に
対
す
る
対
策
は
、
ベ
ラ
ン
ダ
の
物
干
竿
や
、
犬

小
屋
や
植
木
鉢
な
ど
の
小
物
な
ど
が
飛
ば
さ
れ
な
い
よ

う
に
固
定
、
若
し
く
は
屋
内
に
片
づ
け
ま
し
ょ
う
。
農

薬
な
ど
の
流
出
に
も
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
雨
戸
を
し
っ

か
り
閉
め
て
、
飛
散
防
止
の
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
貼
る
と

窓
ガ
ラ
ス
が
破
損
し
た
場
合
に
は
、
よ
り
効
果
的
で
す
。

台
風
の
接
近
時
に
は
、
屋
外
に
出
る
の
を
避
け
、
ど

う
し
て
も
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
落
下
物
や
飛

ん
で
く
る
物
に
注
意
し
な
が
ら
、
風
を
受
け
に
く
い
よ

う
に
体
を
風
向
に
対
し
て
平
行
に
し
、
傘
な
ど
は
な
る

べ
く
差
さ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ
防
災
を
考
え
る
⑥

①
素
早
く
、
高
所
へ
避
難
す
る
！

津
波
は
と
て
も
早
い
ス
ピ
ー
ド
で
到
達
し
ま
す
。
津

波
が
来
た
ら
必
ず
逃
げ
ま
し
ょ
う
。

「
誰
も
逃
げ
て
い
な
い
か
ら
逃
げ
な
い
」
で
は
な
く

「
率
先
し
て
逃
げ
て
周
囲
を
啓
発
す
る
。
ま
ず
自
分
が
安

全
な
と
こ
ろ
へ
逃
げ
る
」
よ
り
安
全
な
と
こ
ろ
、
よ
り

高
い
と
こ
ろ
へ
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

②
動
き
や
す
い
安
全
な
服
装
で
！

頭
を
保
護
し
、
靴
は
ひ
も
で
締
め
ら
れ
る
運
動
靴
を

履
き
ま
し
ょ
う
。
裸
足
・
長
靴
で
は
木
材
や
ガ
ラ
ス
の

破
片
で
傷
を
お
っ
た
り
、
走
っ
て
逃
げ
に
く
く
な
り
危

険
で
す
。
用
意
し
て
い
る
非
常
持
出
品
な
ど
も
持
っ
て

逃
げ
ま
し
ょ
う
。

③
車
両
は
使
わ
ず
、
徒
歩
で
避
難
す
る
！

避
難
車
両
で
道
路
が
渋
滞
し
て
、
避
難
が
遅
れ
た
り
、

更
に
は
被
害
の
拡
大
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
混

乱
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自
力
で
逃
げ
ら

れ
る
人
は
徒
歩
で
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
緊
急
車
両
等
の
通
行
の
妨
げ
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。 地

震
な
ど
に
よ
り
津
波
が
発
生
し
た
ら

河
川
や
海
な
ど
に
は
近

づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

雨
で
増
水
し
た
河
川
は

境
界
が
見
え
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。
海
辺
で
は
暴

風
に
伴
い
、
波
が
高
く
な

り
ま
す
。

視
界
が
悪
く
な
る
と

誤
っ
て
海
に
転
落
す
る
危

険
性
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
山
間
部
で
は
大
雨
に
よ
り
山
崩
れ
・
が
け
崩

れ
も
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

防
災
の
日
と
は
大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し
た
関

東
大
震
災
に
因
ん
だ
も
の
で
す
。

ま
た
、
９
月
は
台
風
の

襲
来
が
多
い
と
さ
れ
る

二
百
十
日
（
立
春
か
ら
数

え
て
）
に
あ
た
り
、「
災
害

へ
の
備
え
を
怠
ら
な
い
よ

う
に
」
と
の
戒
め
も
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

８
月
30
日
か
ら
９
月
５

日
ま
で
は
防
災
週
間
に

な
っ
て
い
ま
す
。

〜
対
策
と
行
動
〜
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目　　的　敬老の意を表し75歳以上の方を印南町体育センターに招き、敬老会を
　　　　　開催します。
開催期日　平成23年10月22日（土）
開催時間　〔式典〕　午後1時00分～午後1時30分（予定）
　　　　　〔余興〕　午後1時40分～午後3時10分（予定）
開催場所　印南町体育センター

出欠者取りまとめ
各地区の区長様方に９月末までに「敬老会」対象者の方の取りまとめをお願いして
います。

金婚式該当の方について
平成23年12月末において、結婚して50周年を迎えられる方は、9月末までに各
地区の区長様に連絡してください。

年金は偶数月の15日に前々月と前月分の２ヶ月分ずつ振り込
まれますが、年金を受けている方の死亡届が提出されると支給
が停止します。年金は亡くなった月分まで受け取ることができ
るので、亡くなった方に支給されなかった年金（未支給年金）
を遺族が代わりに受け取ることができます。

※共済年金については共済組合で手続きになります。

請求する例
　9月1日に死亡した場合、9月分までの年金を受け取ることができます。10月15日に振り込まれる
予定であった8月、9月分の2ヶ月分の未支給年金を遺族が請求します。

請求できる遺族
　請求者には優先順位が決まっています。①配偶者　②子　③父母　④孫　⑤祖父母　⑥兄弟姉妹

請求に必要なもの
　・認印
　・請求する遺族の方の名義の通帳
　・死亡者と遺族のつながりのわかる戸籍、住民票
　・返還する年金証書 (証書がなければ紛失届を提出していただきます。)
　　※未支給年金を請求する際に、「年金受給権者死亡届」をあわせて提出していただきます。



8月6日(土)
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7月17日(日)

平成23年度印南町表彰表彰式
8月1日(月)

今年度は里森モトヱさんに
表彰状が送られました。里森
さんは多年にわたりボラン
ティア活動や社会教育活動を
通じ町民の福祉増進に大きく
貢献されました。
現在も通信文芸いなみの編

集製本やチャリティバザーの
ボランティア活動やシーサイ
ドクリーン作戦の委員を務め
るなど今なお、ご活躍されて
います。

印南町商工会青年部主催の第６回どろんこまつりが開催されました。水田
に設置された台の上で「しり相撲」立てられた棒を取り合う「フラッグ」2
人 1組でゴールを目指す「2人 3脚」の３競技が行われました。

第６回どろんこまつりが開催されました

夏休み愛のパトロールを実施

印南町では災害時の緊急避難場所として和
歌山ゴルフ倶楽部、紀南カントリークラブ、
ラ・グレースゴルフ倶楽部、弘龍庵と「災害
時における施設の利用に関する協定」を締結
しました。また、災害発生時の福祉避難所、
医療救護所を確保するための「災害時等にお
ける地域の安心確保等に関する協定」をカル
フール・ド・ルポ印南と締結しました。

7月27日(水)
防災協定調印

盆踊り大会が開かれました
印南町文化協会主催で
盆踊り大会が開催されま
した。子どもから大人
まで約 300 人が集まり、
浴衣姿で楽しく踊りまし
た。
また、当日は福引きも
行われ、参加者たちは楽
しい時間を過ごしていま
した。

印南サービスエリアの上下線で印南町の施策をＰＲしました。
印南サービスエリアは交通量がとても多く印南町外の方々が沢山
訪れます。当日は４時間あまりの間に約 1500 枚のＰＲ用丸団扇
が配布されました。

7月23日(土)

印南サービス
エリアで若者
定住施策ＰＲ

夏休み中の子どもたちを守
る、愛のパトロールが実施さ
れました。主催は印南町青少
年健全育成町民会議で、印南・
稲原・切目・清流の各校区ご
とに、保護者や学校関係者の
みなさんが夜間パトロールを
行いました。

7月30日(土)
いなみこども園で夏祭り

いなみこども園で夏祭りが
開催されました。園児たちの
合唱や、親子ダンス、夜店、
花火など、内容も盛りだくさ
んで、いつもと少し雰囲気の
違った園庭で、子どもたちは
楽しい夏の夜のひとときを満
喫していました。

7月31日(日)
和歌山県津波避難訓練

４県（三重県・和歌山県・徳島
県・高知県）共同津波訓練が行われ
ました。午前９時、防災無線により
大津波警報発令の放送が流れ、それ
を合図として避難訓練が開始されま
した。避難経路の安全を確認しなが
ら各区各班が定めている避難場所を
目指して一斉に避難しました。▲訓練の様子

▲フラッグ目指してよーいドン！

7月21日〜8月31日
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夏休み中も放課後子ども教室が開催されました。期間中はたくさんの子どもたちが参加し、夏休みの勉強や工作、
防災ビデオを見たりマジックショーが開催されたり開催日によって内容が変わるのでとても楽しんでいました。

印南教室
（マジックショー）

切目教室
（こども科学実験教室）

清流教室
（うちわ作り）

稲原教室
（木工教室）

夏休み
放 課 後

教 室ど も子

介護予防として、高齢者向け筋肉トレーニング・ストレッチ運動を始めたこの教室も2007年 7月 11日
に初めて参加して丁度今年で丸4年になります。無理なく、楽しく、参加者の方々と和気藹々に時間を過ごす
この２時間を１週間に１度ですが、体験する事によって、毎日の生活にも張りが出来ています。
同時に規則正しい食生活にも気を付ける様になり、リバウンドのないダイエットにもなっています。毎日体
重計に乗り体脂肪も気にしながら楽しんでいます。
指導者の方の号令に従ってするのも良し、又、懐かしい小学唱歌を口遊びしながらステップ台運動をするも
良し、昨日今日のことは忘れていても幼年期に歌った歌詞はバッチリ覚えているという現実です。
継続は力なり！！ずっと続ける事が大事、生涯現役で！！　　　　　　　　　　　　　　　　　山口　澤子

介護が必要な状態になることを防ぐため、平成 18年から始めた運動教室です。
3か月間、運動のノウハウを学び、その後は自分たちで活動しています。倒れんジャー教室とは…

参加者からひとこと

お問い合わせ先　教育課　☎42－1700

紹介コーナーでは、町の色んな人やサークルなどを紹介するコーナーです。今回第１回目には倒れんジャー教室印
南分隊の様子と参加者からのメッセージを掲載します。

小学校の教室等を利用した“子どもたちの居場所づくり”の取り組みです。地
域の方々の協力も得て、学習やスポーツ、文化活動、交流活動を行っています。放課後子ども教室とは…

倒れんジャー教室に参加して

倒れんジャー教室　印南分隊　教室の様子
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新規ALTのご紹介！
名　前　チュ・チアフア（愛称：マギー）
出　身　カナダ　オンタリオ州
年　齢　23歳
趣　味　小説を書くこと（ファンタジー小説・ゴシック小説）

好きな　なんでも好きですが、とくにお寿司・うなぎ・うどん・
日本食　和菓子が好きです。
抱　負　印南町のみなさんとたくさんコミュニケーションをとっ

て、一生懸命頑張っていきたいです。印南町では書道、
生け花、魚釣りに挑戦したいです。

お問い合わせ先　総務課　☎42－0120

対象児童　　小学校１年生～６年生
利用時間　　月曜日～金曜日：放課後～午後６時まで　土曜日：午前8時10分～午後6時まで
　　　　　　但し延長利用として午後７時まで
場　　所　　印南町立いなみっ子交流センター内（印南幼稚園跡）
利 用 料　　月額3,500円　　但しおやつ費及び教材費として月額1,500円を徴収します。
　　　　　　また、利用児童２人目以降の利用料は半額となります。
申込期間　　9月1日（木）～9月20日（火）まで
申 込 先　　印南町教育委員会

利用申込説明会　日時：9月7日（水）　午後7時30分～
　　　　　　　　会場：印南町公民館２階　大ホール

◎現在分譲区画数	 26区画
◎道路幅員. 4ｍ～12ｍ（歩道含）
◎建ぺい率. . 70％
◎容積率. 150％

●区画面積　　 194.13㎡～
●分譲価格　6,196,461円～
●坪 単 価　　 87,272円～
※値下げ実施後の価格・坪単価です。

宇杉ヶ丘団地は、現在随時分譲受付中です。
分譲について詳しいことは、印南町役場建
設課（TEL0738-42-1734）へお問い合
せ下さい。
詳しい内容を掲載したパンフレットもご用
意していますので、お気軽にお越し下さい。

平成23年9月1日から値下げを実施します。
坪当たり平均単価：103,000円
（約23％　値下げ）

宇杉ヶ丘団地概要

お 知 ら せ

印南町　若者定住 検 索

町内において住宅を取得.(新築・購
入・改築)する若者に対し、それら
に要した費用の一部を助成します。

（100万円）

町に登録した民間経営の賃貸住宅等
に居住する若者世帯に、家賃の一部
を助成します。（最大2万円/月）

町内に賃貸住宅を経営しようとする
事業者に、町有地を無償で貸与し

（30年間）、民間賃貸住宅整備によ
り若者定住を促進します。

★各事業には条件等がありますので、詳細については総務課または印南町ホームページまで。

新築住宅等取得助成事業
（10月1日から交付申請受付開始）

賃貸住宅等家賃助成事業
（10月1日から交付申請受付開始）

賃貸住宅建設用地貸付事業
（9月1日から提案書受付開始）

始まります！印南町若者定住促進助成事業
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健康ひろば健康ひろば

子どもの健診・健康相談
＊通知に同封している問診票なども必ずご確認ください。
◆乳幼児健康相談：9月12日（月）
平成23年2月生・平成22年7月生・平成21年6月生。
◆3歳児健診：9月22日（木）
平成20年1月～3月生。

お問い合わせ先
　保健センター

☎43－8060

　≪日時≫　◆9月21日（水）午後１時30分～３時
　≪内容≫　助産師による「妊娠中を快適に過ごすには」の
　　　　　 お話と、沐浴の練習もあります。
　　　　　 ご夫婦でのご参加も大歓迎！

場　所　保健センター

月　　日 内　　容
9月16日（金） 新聞紙遊び

《集合》９時30分《持ってくる物》お茶、タオル

場　所　  保健センター

ポリオワクチン予防接種

～みんなで楽しく、いい汗流そう！～

場　所　  保健センター
◆9月9日（金）・23日（金）　午後７時30分から１時間

＊子どもの事故を少しでも防ぐことは、子どもの健康

を守る上でとても大切な事です。また、いざという

時、手当ができるかどうかは何回も練習することが

大切です。参加が初めての方はもちろん、以前に参

加した方も、年に１度のこの機会に再度参加されま

せんか？

　申し込みは９月８日（木）までに保健センターへ！

お待ちしてます！

場　所：保健センター

９月
1 木 ポリオワクチン予防接種

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火 川又倒れんジャー

7 水 ポリオワクチン予防接種
倒れんジャー

8 木 脳トレサロン

9 金 子どもの救急学習会
運動deリフレッシュ教室

10 土

11 日

12 月 乳幼児健康相談

13 火 川又倒れんジャー

14 水
倒れんジャー
いきいきサロン
健診結果説明会
（8/21真妻実施分）

15 木 健診結果説明会
（8/24稲原実施分）

16 金 ひまわり教室

17 土

18 日

19 月

20 火 川又倒れんジャー

21 水
倒れんジャー
健診結果説明会
（8/28切目実施分）
はつらつママ教室

22 木 ３歳児健診

23 金 運動deリフレッシュ教室

24 土

25 日

26 月

27 火 川又倒れんジャー

28 水 倒れんジャー
いきいきサロン

29 木 ポリオワクチン予防接種
（予備日）

30 金

◆9月1日（木）・7日（水）／予備日29日（木）
対象の方には個別通知しますが、体調等で気になることがあれば
事前に必ず主治医とご相談ください。

場　所：保健センター

場　所：保健センター

◆9月9日（金）／受付9：00～　開始9：30～

子どもの救急学習会
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●イ ラ イ ラ す る：アロマテラピー／マッサージ／半身浴／映画やテレビを見る／ストレッチなど
●眠 　 れ 　 な 　 い：アロマテラピー／半身浴／マッサージ／寝る前にリラックスタイムをつくるなど
●気分が落ち込みがち：ウォーキングなどの軽い運動／買い物／音楽鑑賞など
●何もする気がしない：日常を離れる時間をつくる／音楽鑑賞など
●不　安　に　な　る：親しい人との会話・食事／鏡の前で笑ってみる／質の良い睡眠／アロマテラピーなど
～番外編～　腹式呼吸でリラックス！『息を（鼻から）吸って、ゆっくり吐いてみましょう』

医療機関（かかりつけ医や精神科医・心療内科医）もしくは保健所、保健センターに相談してみましょう！

普段の生活で体験するストレスやからだの変化、病気などによって、ゆううつな気分が長期間続く“こころ
の病気”です。誰にでもかかる可能性のある身近な病気です。
うつ病は適切な治療で、治すことのできる病気です！

あなたの『こころ』お元気ですか？

２つ以上が２週間以上続いている場合はストレスが
たまって、うつ的になっている可能性があります。

たとえば…こんな症状に、こんな解消法！

（大野裕監修「地域における自殺対策プログラム」一部改変）

□　あまり眠れない、眠れた感じがしない
□　毎日の生活で充実感が感じられない
□　これまで楽しんでやれていたことが楽しめ
ない

こころの健康自己チェック

～知ってほしい　大切なあなたのために～
最近、こんなことはありませんか？

◆だるくて意欲がわかない
◆疲れているのになかなか眠れない
◆食欲がなく、体重が減っている
◆好きなことでも、おっくうに感じ、楽しめない
◆物事を悪い方へ考え、自分を責めてしまう

もしかしたら、それは
「うつ」の症状かもしれません

うつ病ってどんな病気？

ここ最近２週間以上続いている項目をチェックしてみましょう！！

早期発見・早期治療が大切！！

ちょっとした工夫で、症状を改善させることができるかもしれません。

□　以前は楽にできていたことが、今ではおっ
くうに感じられる

□　わけもなく疲れたような感じがする
□　自分は役に立つ人間だと考えられない

休　　息
環境整備

相　談
（町・保健所）

服薬治療
（かかりつけ医や精神科医・心療内科医）
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稲原ルート

12人

路線名　町道　印南山口線支線1号
場　　所　印南町大字　印南地内
工事期間　平成23年7月20日～12月22日まで
　　　　　9時～17時
規制期間　工事期間に同じ
規制内容　全面通行止め（居住車両のみ通行可）
理　　由　町道拡幅工事の為
備　　考　規制期間について

は、天候、その他
の事情により変更
になることがあり
ます。

通行規制のお知らせ

　農業委員会系統組織が実施している『新・い
きいき農地活用キャンペーン』の一環として、
農地パトロールが全県的に行われます。
　農業委員会では、8月から10月の3ヶ月間を
農地の有効利用を呼びかける強化月間として定
め、遊休農地の把握と解消・農地の無断転用防
止を重点的に推進するため、町内を巡回します。

直接
つながり

ます

総務課………42-0120
住民福祉課…42―1738
税務課………42―1731
生活環境課…42―1732
出納室………42―1733

建設課………42―1734
秘書政策室…42―1736
産業課………42―1737
議会事務局…42―1739
教育課………42―1700

公民館…………42―1702
切目社会教育センター
………………43―0773
保健センター…43―8060

自衛隊御坊地域事務所　☎0738−23−0020
御坊市湯川町小松原410−1丸仁ビル１階（御坊駅駐車場入口）

印南町農業委員会事務局
☎42−1737

お問い合せ先

日　　時：平成23年9月11日（日）
　　　　　10：00～ 15：00（随時）
場　　所：印南町公民館
説明内容：上記各コースの説明の他、進路相談等
対　　象：18歳（高卒見込み）～27歳未満　（保護者等大歓迎）
身　　分：特別職国家公務員

就職に有利な専門知識や技能を取得します。
募集訓練科　・テクニカルオペレーション科
　　　　　　　（企業実習付橋渡し訓練）40歳未満
　　　　　　・電気設備科
募 集 期 間　平成23年9月9日（金）～10月7日（金）
訓 練 期 間　・テクニカルオペレーション科
　　　　　　　（企業実習付橋渡し訓練）40歳未満
　　　　　　　平成23年11月2日（水）～平成24年5月31日（木）
　　　　　　・電気設備科
　　　　　　　平成23年11月2日（水）～平成24年4月25日（水）
受　講　料　無料（但しテキスト代等は自己負担）

試験項目 応募資格 内　容 受付期間

自衛官
候補生

18歳～ 27歳未満
（高卒見込み含む）

任期制で自衛官にな
る一般的コース陸は
２年、海・空は３年。
また選抜試験により
曹・幹部自衛官への
道も開かれている

男子のみ9月27
日まで（女子は
受付終了しまし
た）

防衛大学校
18～ 21歳未満
（高卒見込み含む）

部隊の指揮をする幹
部自衛官を養成
（学生手当あり）

9月5日～
9月30日まで

防衛医科
大学校

６年間で幹部自衛官
医師を養成（学生手
当あり）

看護学生 18～ 24歳未満
（高卒見込み含む）

３年間で正看護師を
養成（給与支給）

今こそ　君の力を
～自衛官等募集～

職業訓練生募集

独立行政法人雇用・能力開発機構和歌山センター訓練課
☎073−461−1532

コミュニティバスの利用状況
（7月分）

建設課　☎42−1734

採用試験説明会のお知らせ

←昨年の農地
　パトロールの様子

切目川ルート

61人

合　　計

73人

農地パトロールの
強化月間です。

お問い合せ先

お問い合せ先

お問い合せ先・資料請求 総務課又は



広報いなみ 2011・911

世　帯：3,258世帯（ .−5）
人　口：...9,140人（−12）
　男性：...4,340人（ .−4）
　女性：...4,800人（ −8）
※（　　）内は7月1日との比較です。

※相談日・相談場所について変更する場合がありますの
でご了承ください。上記日程では消費生活に関する相
談も同時に開設します。

開.設.日 会　　場 相談時間

9月 8日（木）
社会福祉

センター

10：30

～15：00

10月13日（木） 皆瀬川集会所
10：30

～15：00

10月27日（木）
切目川防災

センター

13：30

～15：00

人の動き
平成23年8月1日現在

心配事相談所開設予定

お問い合わせ先　☎42－1433

　印南町公民館では、無線LANによるインターネット接続サービスを行っております。
お持ちの端末（無線LAN機能の付いたもの）があれば、無料で利用できますので、お気軽にご利用ください。
サービス提供エリア：印南町公民館の1Ｆ2Ｆ全フロア
サービス提供時間：公民館の開館時平日【8：30～ 17：15】休日【9：00～ 17：00】貸館使用時【～22：00】
必要なもの：ノートパソコン等の端末　携帯電話（携帯電話のメールアドレス）
※利用方法、利用規約等がありますので、詳しくはホームページからご覧下さい。

　樮川・羽六地区で民間事業者が風力発電事業のための調査を行っ
ています。
　事業を進めるうえで必要となる環境影響評価調査（環境アセス
メント）の内容・方法について縦覧しています。　　
　ご覧いただき、広く皆さまの意見を求めます。

縦 覧 内 容　（仮称）印南風力発電事業　環境影響評価方法書
縦 覧 場 所　印南町役場総務課
縦 覧 期 間　平成23年9月1日（木）～平成23年9月30日（金）
　　　　　　8時30分～17時15分（土・日曜・祝日除く）
意見書受付期間
　　　　　　平成23年10月14日（金）まで
計 画 場 所　印南町樮川・羽六地区
事業計画者　三井造船株式会社

お問い合わせ先　総務課　☎42－0120

お問い合わせ先　総務課　☎42－0120

風力発電事業計画に伴う環境影響評価
の内容・方法についての縦覧

公民館でフリースポットサービス開始

怪盗ブラックの宝物. 那須　正幹
きつね、きつね、きつねがとおる. 伊藤　遊
ごちそうだよ！ねずみくん. なかえ　よしを
このおっぱいだあれ. 塚本　やすし
事件だよ！全員集合. 杉山　亮
たのしいおおきいことば絵本. 五味　太郎
男子☆弁当部. イノウエ　ミホコ
鳥獣戯画. 辻　惟雄
ばいきんあたろー. 村上　しいこ
わたしの世界一ひどいパパ. クリス・ドネール
. ほか

図書室通信　〜レッツ・リーディング〜

池上彰の学べるニュース　5. 池上　彰
夫の彼女. 垣谷　美雨
かぎ針編みのレース小物. リトルバード
関西道の駅　徹底パーフェクトガイド. シルフ
高校生レストラン、本日も満席。. 村林　新吾
地震から子どもを守る50の方法. 国崎　信江
世界一わかりやすい放射能の本当の話. 別冊宝島編集部
父親が息子に伝える17の大切なこと. 森　浩美
猫とあほんだら. 町田　康
ロマンス. 柳　広司
. ほか

公民館図書室の本は、印南町ホームページから
検索することができます。
http://www.town.wakayama-inami.lg.jp/
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町長メッセージ　町民の皆様へ

まさに残暑の中ではありますが、皆さんお元気で
しょうか？今年は「節電」ということもあって、扇
風機がよく売れたということですが、暑さ対策のイ
ンターネットサイトを見ていると、快眠枕や冷却の
ためのスプレー、遮光シート、肌着やマットなど「対
策にもいろいろあるんだな」と感心させられます。
皆さんもくれぐれも、十分に対策をしていただいて、
この暑さを乗り切ってくださいね。
さて、皆さんは、「世代会計」という言葉をご存

知でしょうか？これは日本人が生まれてから死ぬま
でに、政府に対して税金や社会保障費などの負担の
総額に対し、年金や医療・介護、教育などの形で政
府から受ける受益が、各世代で、どれくらい違うか
の『差』を試算したもの。
国債などの債務は後の世代が負担し、また社会保

障の制度についても、現行制度が続くと仮定し計算
していくのですが、昨年出された、一橋大学経済研
究所の小黒一正准教授の著書『2020年、日本が破綻
する日』の試算によると・・・・
おおよそで申し上げますが、『60歳以上の方は、

生涯に1.47億円を政府に支払う一方で、社会保障給
付を1.87億円受けていて4000万円の受益超過。簡単
に言えば得をしているということになります。これ
が50代になると＋990万円、40代では－170万円（マ
イナスは負担超過を意味します）、30代になると－
830万円、20代では－1110万円、そして20歳未満で
は8310万円のマイナスとなります。この世代間の差
は1.23億円あります』。ですから、若い世代からして
みれば、損をしているという感覚に陥ると同時に将
来に不安を感じざるを得ません。

以前のような（右肩上がり）の経済の成長期には、
放っておいてもそのパイがどんどん大きくなって
いったわけですから、国民の多くがそのパイの配分
にあずかることができました。しかし、これから起
こりうるであろう少子化・低成長の時代ではそうは
いきません。
前段、申し上げました世代会計は「今の制度や借
金、人口の試算」により出来ているわけですから、
年金や医療・介護等の制度改正、少子高齢化への積
極的な対応、借金を減らす等の努力を行っていけば、
少なくとも広がりを抑えることは出来るのですが、
如何せんその政策を実行すべく主体が国なので、地
方の一首長ではおのずと限界があります。
しかし、地方で出来ることが、全くないわけでは
ありません。若者定住策をはじめ福祉政策等全世代
の町民が住みやすい環境をつくることこそが、間接
的ではあるけれども、こういった世代間の格差をな
くしていくものと信じています。そして、そのため
には、今までと同じでは駄目だということ、「継続
のための変化」が大事であることはお分かり頂ける
と思います。
行政は作為過誤と不作為過誤のジレンマを乗り越
えられなければならないと言われます。要は、新し
いことをするよりもしないほうが安全だという現実
から脱却すべきだということです。実際、首長の立
場からしても、思い切ったことをしないほうが、波
風を立てないので、そのほうが楽なのかもしれませ
ん。でもそういう時ではないんだということを、改
めて、皆さんにお伝えし、今月のメッセージとさせ
ていただきます。

早急な制度設計を

　平成23年度の成人式を下記の日程で行います。印南町に住所のある方には12月上旬に案内状をお送りします。
町外に住所を移された方で参加を希望される方は、教育課までご連絡ください。

日　時　　平成24年1月8日（日）受付：12時00分から　式典：13時30分から
会　場　　印南町体育センター
対象者　　平成３年４月２日～平成４年４月１日生まれの方
　　　　　〔後日、成人式の運営に携わっていただく実行委員を募集します〕

お問い合わせ先　教育課　☎42－1700


